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【
加
入
実
績
】

　

令
和
五
年
度
上
半
期
の
加
入
実
績
は
、
漁
業
共
済
・
地
域
共
済
の
共
済
金
額
合
計
で
、

六
百
六
十
一
億
七
千
万
円
と
な
り
、
前
年
同
期
に
対
し
て
、
十
億
円
増
加
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
漁
獲
共
済
で
は
、
漁
船
漁
業
で
、「
小
型
合
併
（
え
り
も
漁
協
）」
の

新
規
加
入
が
図
ら
れ
た
他
、
各
漁
種
で
契
約
割
合
の
引
上
げ
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、
休
廃

業
や
共
済
限
度
額
が
下
降
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
四
億
円
減
少
し
ま
し
た
。
一
方
、
定
置
漁

業
で
は
、「
小
型
定
置
（
鹿
部
漁
協
）」
の
新
規
加
入
が
図
ら
れ
た
他
、
秋
さ
け
定
置
で
共

済
限
度
額
が
上
昇
し
た
こ
と
に
加
え
、
契
約
割
合
の
引
上
げ
が
図
ら
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
、

九
億
二
千
万
円
増
加
と
な
り
、
全
体
で
は
五
億
二
千
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

特
定
養
殖
共
済
で
は
、
ほ
た
て
貝
等
で
休
廃
業
が
あ
り
ま
し
た
が
、
共
済
限
度
額
が
上
昇

し
た
こ
と
に
加
え
、契
約
割
合
の
引
上
げ
が
図
ら
れ
た
こ
と
、新
設
さ
れ
た
「
ほ
や
（
森
漁
協
）」

で
新
規
加
入
が
図
ら
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
五
億
八
千
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

漁
業
施
設
共
済
で
は
、
は
え
縄
式
養
殖
施
設
で
一
部
新
規
加
入
が
あ
り
ま
し
た
が
、
さ
け

定
置
漁
具
で
休
漁
や
契
約
の
脱
落
が
あ
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
七
千
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
積
立
ぷ
ら
す
は
、
本
年
度
も
ク
ロ
マ
グ
ロ
強
度
資
源
管
理
タ
イ
プ
の
特
例
措
置

が
適
用
さ
れ
た
こ
と
等
か
ら
、
定
置
漁
業
を
中
心
に
前
年
同
期
に
比
べ
る
と
二
億
二
千
万
円

増
加
し
、
漁
業
者
積
立
申
込
金
額
で
七
十
一
億
円
と
な
り
ま
し
た

『
令
和
五
年
度
上
半
期
加
入
・
支
払
実
績
』
ま
と
ま
る

『
令
和
五
年
度
上
半
期
加
入
・
支
払
実
績
』
ま
と
ま
る
！！

加
入
金
額
は
前
年
同
期
比
二
％
増
加
、
共
済
金
は
八
億
九
千
万
円
減
少
で
推
移

加
入
金
額
は
前
年
同
期
比
二
％
増
加
、
共
済
金
は
八
億
九
千
万
円
減
少
で
推
移

　　　　　　　令和５年度　ぎょさい・積立ぷらす　引受実績表（９月末）
金額単位：億円

共済金額 積立金額 共済金額 積立金額 共済金額 積立金額

１号漁業 － － － － － － 

漁船漁業 △ 4.0 

定置漁業

計

藻　　類 － － － － － － 

貝 類 等

計

養殖施設

定 置 網 △ 1.0 

計 △ 0.7 

△ 0.3 

（注）共済金額は漁業共済、積立金額は積立ぷらすの漁業者積立申込金額である。

＊新型コロナウイルスの影響に伴う特例措置による積立免除金額0.77億円を含む。

地 域 共 済（休漁補償）

総　　　合　　　計

漁業施設

合　　　計

漁
　
業
　
共
　
済

本年度実績 前年同期実績 同期対比増減

漁  獲

特定養殖

　　　　　　　　　項　目

区 分

＊
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【
加
入
速
報
】

十
月
の
責
任
開
始
で
、
大
津
漁
協
の
小
型
合
併
が
新
規
加
入
と
な
り
ま
し
た
。

関
係
各
位
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

年
明
け
に
は
、
一
号
漁
業
の
こ
ん
ぶ
を
と
る
漁
業
や
各
種
漁
船
漁
業
が
加
入
時

期
を
迎
え
ま
す
が
、
ぎ
ょ
さ
い
と
積
立
ぷ
ら
す
と
の
セ
ッ
ト
加
入
を
引
き
続
き
推

進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
支
払
実
績
】

本
年
度
の
上
半
期
の
共
済
金
支
払
は
、
漁
業
共
済
で
十
六
億
五
千
五
百
万
円
の

支
払
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
を
前
年
同
期
と
比
べ
る
と
、
漁
獲
共
済
で
は
、
一
般
底
び
き
網

漁
業
、
い
か
釣
り
漁
業
、
小
型
合
併
漁
業
、
ほ
た
て
貝
桁
網
漁
業
等
で
合
計
五
億

八
千
九
百
万
円
減
少
し
、
十
四
億
八
千
五
百
万
円
の
支
払
と
な
り
ま
し
た
。

特
定
養
殖
共
済
で
は
、
藻
類
・
貝
類
等
の
合
計
で
二
億
九
千
一
百
万
円
減
少
し
、

一
億
五
千
七
百
万
円
、
漁
業
施
設
共
済
で
は
、
一
千
七
百
万
円
減
少
し
、
七
百
万

円
の
支
払
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
積
立
ぷ
ら
す
の
払
戻
補
填
金
（
漁
業
者
＋
国
）
は
、
二
十
一
億
五
千
三

百
万
円
と
な
り
、
前
年
同
期
に
比
べ
る
と
、
漁
獲
共
済
で
二
億
七
千
五
百
万
円
、

特
定
養
殖
共
済
で
三
億
一
千
五
百
万
円
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
合
計
で

五
億
九
千
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　　　　　　　令和５年度　ぎょさい・積立ぷらす　支払実績表（９月末） 金額単位：億円

共済金 積立払戻 共済金 積立払戻 共済金 積立払戻

１号漁業

漁船漁業 △ 7.27 △ 7.76 

定置漁業

計 △ 5.89 △ 2.75 

藻　　類 △ 1.77 △ 0.77 

貝 類 等 △ 1.14 △ 2.38 

計 △ 2.91 △ 3.15 

養殖施設 △ 0.23 

定 置 網 － 

計 △ 0.17 

△ 8.97 △ 5.90 

－ 

△ 8.91 △ 5.90 

（注）共済金は漁業共済、積立払戻は積立ぷらすの払戻補てん金（漁業者＋国）である。

＊新型コロナウイルスの影響に伴う特例措置による積立免除金額0.34億円を含む。

同期対比増減

総　　　合　　　計

　　　　　　　　　項　目 本年度支払（払戻） 前年同期支払（払戻）

地 域 共 済（休漁補償）

合　　　計

漁
　
業
　
共
　
済

漁  獲

特定養殖

漁業施設

区 分

＊
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『
今
後
の
共
済
金
・
積
立
ぷ
ら
す
支
払
見
込
』

『
今
後
の
共
済
金
・
積
立
ぷ
ら
す
支
払
見
込
』

共
済
金
・
積
立
ぷ
ら
す
合
わ
せ
て
二
百
五
十
億
円
を
超
え
る
支
払
を
見
込
む

共
済
金
・
積
立
ぷ
ら
す
合
わ
せ
て
二
百
五
十
億
円
を
超
え
る
支
払
を
見
込
む

【
天
然
こ
ん
ぶ
】

前
年
よ
り
増
産
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
こ
こ
数
年
は
減
産
傾
向
が
続

い
て
い
る
状
況
で
す
。

本
年
九
月
末
の
販
売
分
に
未
販
売
金
額
を
聞
取
り
、試
算
し
た
と
こ
ろ
、

函
館
・
釧
路
・
稚
内
地
区
を
中
心
に
漁
獲
共
済
で
三
億
円
、
積
立
ぷ
ら
す

で
五
億
円
、
合
計
で
八
億
円
の
支
払
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
秋
さ
け
定
置
】

全
道
的
に
来
遊
不
振
の
漁
況
で
あ
り
、
日
高
・
根
室
地
区
を
中
心
に

漁
獲
共
済
で
四
十
三
億
円
、
積
立
ぷ
ら
す
で
百
三
十
七
億
円
、
合
計
で

百
八
十
億
円
の
支
払
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
ほ
た
て
貝
桁
網
】

単
価
安
等
に
よ
り
一
部
海
域
で
事
故
に
該
当
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、

漁
獲
共
済
で
八
億
円
、
積
立
ぷ
ら
す
で
十
六
億
円
、
合
計
で
二
十
四
億
円

の
支
払
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
さ
ん
ま
棒
受
網
】

過
去
最
低
の
水
揚
数
量
と
な
っ
た
昨
年
を
上
回
る
水
揚
数
量
と
な
っ
て

い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
不
漁
が
続
い
て
お
り
、
漁
獲
共
済
で
十
三
億

円
、
積
立
ぷ
ら
す
で
三
億
円
、
合
計
で
十
六
億
円
の
支
払
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

当
組
合
で
は
、
共
済
金
・
積
立
ぷ
ら
す
の
早
期
支
払
に
向
け
て
、
適
切

か
つ
迅
速
な
処
理
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
に
必
要
な
書

類
の
手
配
な
ど
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
十
二
月
以
降
に
見
込
ま
れ
る
最
大
支
払
額
は
、
主
要
漁
業
の
「
天
然
こ

ん
ぶ
」、「
秋
さ
け
定
置
」、「
ほ
た
て
貝
桁
網
」、「
さ
ん
ま
棒
受
網
」
に
お
け
る

共
済
金
の
合
計
で
約
六
十
六
億
円
、
積
立
ぷ
ら
す
の
合
計
で
約
百
六
十
一
億
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

29 2023.12



•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

「
漁
業
者
の
経
営
安
定
の
た
め
に
」　

第
十
八
回

「
漁
業
者
の
経
営
安
定
の
た
め
に
」　

第
十
八
回

「
漁
業
収
入
安
定
対
策
（
ぎ
ょ
さ
い
・
積
立
ぷ
ら
す
）
に
つ
い
て
」

「
漁
業
収
入
安
定
対
策
（
ぎ
ょ
さ
い
・
積
立
ぷ
ら
す
）
に
つ
い
て
」

漁
業
収
入
安
定
対
策
（
ぎ
ょ
さ
い
・
積
立
ぷ
ら
す
）
は
、
計
画
的
に
資
源
管
理
や

漁
場
改
善
に
取
り
組
む
漁
業
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
漁
業
収
入
が
減
少
し
た
場
合
に

漁
業
共
済
の
仕
組
み
を
活
用
し
て
減
収
の
補
填
を
行
う
事
業
で
、
長
引
く
主
要
魚
種

の
不
漁
に
加
え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
に
伴
う
燃
油
の
高
騰
、
赤
潮
に
よ
る
漁
業
被

害
の
発
生
や
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
漁
業
経
営
を
強
い
ら
れ
る

中
、
本
道
漁
業
者
の
経
営
安
定
を
図
る
上
で
大
変
重
要
な
施
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
道
と
系
統
団
体
で
は
「
ぎ
ょ
さ
い
・
積
立
ぷ
ら
す
」
北
海
道
推
進
協

議
会
を
組
織
し
、「
ぎ
ょ
さ
い
普
及
推
進
全
国
運
動
」
に
連
動
す
る
な
ど
事
業
の
普
及

推
進
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
四
年
度
末
に
お
け
る
全
道
の
加
入
率
は
、
ぎ
ょ
さ
い
が
八
十
八
％
、
積
立

ぷ
ら
す
が
八
十
五
％
と
な
っ
て
お
り
、
漁
業
収
入
安
定
対
策
が
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成

二
十
三
年
度
以
降
、
加
入
実
績
は
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
漁
業
実
態
を
踏
ま
え
た
取
組
が
重
要
」

「
地
域
の
漁
業
実
態
を
踏
ま
え
た
取
組
が
重
要
」

全
道
の
加
入
実
績
を
見
る
と
、
加
入
率
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
や
太
平
洋
地
域
で
高
く
日

全
道
の
加
入
実
績
を
見
る
と
、
加
入
率
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
や
太
平
洋
地
域
で
高
く
日

本
海
地
域
で
は
低
い
状
況
が
続
い
て
き
ま
し
た
が
、
普
及
推
進
運
動
等
に
よ
り
、
昨
今
、

本
海
地
域
で
は
低
い
状
況
が
続
い
て
き
ま
し
た
が
、
普
及
推
進
運
動
等
に
よ
り
、
昨
今
、

日
本
海
地
域
で
の
加
入
率
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

日
本
海
地
域
で
の
加
入
率
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。     

     

一
方
、
漁
業
種
類
別
で
は
、
定
置
漁
業
や
ホ
タ
テ
ガ
イ
桁
網
漁
業
な
ど
の
加
入
率
は

一
方
、
漁
業
種
類
別
で
は
、
定
置
漁
業
や
ホ
タ
テ
ガ
イ
桁
網
漁
業
な
ど
の
加
入
率
は

高
い
も
の
の
、
複
数
の
漁
業
を
営
む
小
規
模
な
漁
船
漁
業
な
ど
加
入
が
進
ん
で
い
な
い

高
い
も
の
の
、
複
数
の
漁
業
を
営
む
小
規
模
な
漁
船
漁
業
な
ど
加
入
が
進
ん
で
い
な
い

漁
業
も
見
ら
れ
ま
す
。

漁
業
も
見
ら
れ
ま
す
。

  

こ
の
た
め
、
未
加
入
地
域
に
お
け
る
主
要
漁
業
・
養
殖
業
の
加
入
推
進
等
に
向
け
、

こ
の
た
め
、
未
加
入
地
域
に
お
け
る
主
要
漁
業
・
養
殖
業
の
加
入
推
進
等
に
向
け
、

地
域
の
漁
業
実
態
を
踏
ま
え
た
計
画
的
な
取
組
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
漁
業
実
態
を
踏
ま
え
た
計
画
的
な
取
組
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
漁
業
施
設
共
済
（
定
置
漁
具
）
に
つ
い
て
は
、
純
共
済
掛
金
率
が
三
十
％
引

ま
た
、
漁
業
施
設
共
済
（
定
置
漁
具
）
に
つ
い
て
は
、
純
共
済
掛
金
率
が
三
十
％
引

き
下
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
令
和
四
年
度
末
に
お
け
る
全
道
の
加
入
率
は
二
十
九
％
と
依

き
下
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
令
和
四
年
度
末
に
お
け
る
全
道
の
加
入
率
は
二
十
九
％
と
依

然
と
し
て
低
位
に
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
、
加
入
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い

然
と
し
て
低
位
に
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
、
加
入
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

「
制
「
制
度
の
充
実
と
加
入
推
進
に
向
け
て
」

度
の
充
実
と
加
入
推
進
に
向
け
て
」

国
は
、
新
た
な
水
産
基
本
計
画
に
お
い
て
、
漁
業
収
入
安
定
対
策
を
漁
業
経
営
の
セ
ー

フ
テ
イ
ネ
ッ
ト
と
し
て
効
果
的
に
機
能
さ
せ
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
や
漁
獲
量
の
動
向
等
、
漁
業
者
の
経
営
状
況
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
漁
業
共
済

制
度
の
在
り
方
を
含
め
て
必
要
な
法
制
上
の
措
置
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
と
し
て
い
ま

す
。現

行
の
積
立
ぷ
ら
す
は
、
毎
年
の
予
算
に
基
づ
く
事
業
で
あ
り
恒
久
対
策
で
は
な
い

こ
と
や
、
長
期
間
水
揚
げ
の
減
少
が
続
い
た
場
合
、
ぎ
ょ
さ
い
・
積
立
ぷ
ら
す
の
補
償

水
準
等
が
下
が
る
こ
と
な
ど
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
で
は
、
漁
業
収
入
安
定
対

策
の
恒
久
化
、
ぎ
ょ
さ
い
・
積
立
ぷ
ら
す
の
補
償
水
準
等
の
見
直
し
や
新
た
な
支
援
制

度
の
構
築
な
ど
に
つ
い
て
国
に
要
請
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
漁
業
者
に
と
っ
て
よ

り
加
入
し
や
す
く
、
良
い
制
度
に
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
関
係
団
体
と
も
連
携
し
国
に

働
き
か
け
て
い
く
考
え
で
す
。

依
然
と
し
て
、
漁
業
経
営
を
取
り
ま
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

漁
業
者
の
経
営
安
定
に
向
け
、
今
後
と
も
、
系
統
団
体
と
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
、「
ぎ
ょ

さ
い
・
積
立
ぷ
ら
す
」
の
一
層
の
加
入
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
漁
業
収
入
安
定
対
策
」（
ぎ
ょ
さ
い
＋
積
立

ぷ
ら
す
）
の
普
及
・
普
遍
的
加
入
の
実
現
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
、「
ぎ
ょ
さ
い
・
積
立

ぷ
ら
す
」
北
海
道
推
進
協
議
会
に
お
い
て
、
本

年
七
月
か
ら
座
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
道

水
産
林
務
部
の
住
岡
理
水
産
経
営
課
長
に
、
こ

の
普
及
啓
発
に
か
け
る
思
い
を
イ
エ
ロ
ー
ペ
ー

ジ
の
紙
面
を
通
じ
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

▲住岡水産経営課長
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